








































TG431 OECD TG431収載　皮膚腐食性試験

①前培養

②被験物質の適用（3 分および 60 分）・洗浄

③生細胞率の測定

④試験成立条件の確認

❶生細胞数：0.7≦ 陰性対照の吸光度測定値平均 ≦　2.5

❷陽性対照： 8mol/L KOH の生細胞率　≦ 15%

❸陰性対照・陽性対照を含む各被験物質を適用したウェル間の生細胞率の差 ≦ 30%

3分適用時の生存率：＜50％ 腐食性

3分適用時の生存率：≧50％　且つ

60分適用時の生存率：＜15％

3分適用時の生存率：≧50％　且つ

60分適用時の生存率：≧15％

3分適用時の生存率：＜15％ １A

3分適用時の生存率： ≧15％ 1B/C

ステップ1（腐食性の判定）

腐食性

非腐食性

ステップ2（腐食性の区分）

 

in vitro/in vivo 皮膚腐食性予測の相関

86.1%

70.0%

78.4%

76.4%

Correct Classifications:

1A correctly classified

1B-and-/1C correctly classified

NC correctly classified

Overall Accuracy

1A 1B/C Non-corrosive Total

1A 31 27 3 61

1B/C 5 63 21 89

Non-corrosive 0 0 87 87

Total 36 90 111 237

In vitro

prediction

In vivo classification

LabCyte EPI-MODEL 24 は OECD テストガイドライン 431 収載モデルです。

EPI-MODEL 24 を用いて化学物質の皮膚腐食性を評価することができます。

































OECD TG492収載　眼刺激性試験

 LabCyte CORNEA-MODELはOECDテストガイドライン492収載モデルです。
OECDテストガイドラインとは、化学物質の特性や安全性を評価する試験方法を国際的に共通化すること
を目的として収集したものです。
OECDテストガイドライン492は、ヒト角膜上皮の生化学的・生理学的特性にきわめて類似するように設計
されたヒト角膜上皮モデルを用いて化学物質の皮膚刺激性を評価する試験方法です。

試験の概要
① 前培養
② 披検物質の暴露・洗浄
     (被検物質の物理性状によって試験工程が異なります。）
③ 生細胞率の測定　(WST-8試験)
④ 試験成立条件の確認
❶ 生細胞数: 0.5 ≦ 陰性対照の吸光度測定値平均(A450/650)≦ 1.6 
❷ 陽性対照: 陽性対照の生細胞率≦ 40%
❸ 陰性対照・陽性対照を含む各被検物質の吸光度値の平均 ≦ 18  

刺激性判定
生細胞率 ≦ 40% 刺激性
生細胞率  > 40%         非刺激性

in vitro/ in vivo眼刺激性予測の相関

めしげｋせい
眼刺激性試験セット
( 製品コード : 401351)

in vitro
prediction

irritant
Non-irritant
Total

in vivo classification

100
73.0
87.8

irritant
76
0
76

Non-irritant
17
46
63

Total
93
46
139

Sensitivity(%)
Specificity(%)
Accuracy(%)

収載モデル
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このカタログの掲載内容は 2021 年 3 月現在のものです。
このカタログに掲載の製品の仕様は、品質向上などのため予告なく変更することがあります。
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